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木曽川水系連絡導水路事業 様式集

業務カルテ

概要図

［様式－５］ 費用対効果（全体事業）

［様式－６］ 事業費の内訳書（全体事業費）

事業費の内訳書（残事業費）

平成27年12月3日

独立行政法人水資源機構
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～ ～
～ ～

～ ～

事業名
（箇所名）

木曽川水系連絡導水路事業
担当課 水管理・国土保全局治水課 事業

主体
独立行政法人水資源機構

担当課長名

事業期間 平成18年度実施計画調査着手/平成20年度建設事業着手/平成27年度完成予定　※

総事業費
（億円）

約890　※ 残事業費（億円） 約845　※

実施箇所
上流施設　　取水口：岐阜県揖斐郡揖斐川町（揖斐川）　　放水口：岐阜県岐阜市（長良川）、岐阜県加茂郡坂祝町（木曽川）
下流施設　　岐阜県羽島市、海津市(長良川・木曽川)

該当基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

事業諸元
上流施設（トンネル等）：延長　約43㎞、
下流施設（パイプライン等）：延長　約1㎞

目的・必要
性

＜解決すべき課題・背景＞
・水利用が集中している木曽川においては、平成元年以降23回の取水制限が行われている。この地域の市民生活や社会経済活動に大きな影響を与
えた平成6年渇水以降において、新たな水源施設として長良川河口堰、味噌川ダムが完成し、給水が開始されたが、渇水による取水制限が頻繁に行
われている。
・平成6年の渇水では、この地域の水源となっている岩屋ダム、牧尾ダム、阿木川ダムが枯渇し、長時間にわたり断水する等、市民生活や社会経済活
動に大きな影響を与えた。また、木曽川の木曽成戸地点で流量がほぼ0m3/sまで減少し、河川環境に深刻な影響を与えた。

＜達成すべき目標＞
・流水の正常な機能の維持(異常渇水時の緊急水の補給)
・新規利水の供給

<政策体型上の位置付け>
・政策目標：水害等災害による被害の軽減
・施策目標：水害・土砂災害の防止・減災を推進する

便益の主な
根拠

流水の正常な機能の維持(異常渇水時の緊急水の補給)：
　徳山ダムの木曽川への渇水対策容量約4,000万m3と同等の貯水容量を持つ代替ダムを木曽川に建設する費用と、長良川の流水の正常な機能の
維持を図るために最大4m3/sを長良川を経由して木曽川に導水する施設を建設する費用

事業全体の
投資効率性
※

基準年度 平成27年度
B:総便益
(億円)

1,924 EIRR（％） 10.4

残事業の投
資効率性
※

B:総便益
(億円)

- C:総費用(億円) - B/C -

C:総費用(億円) 1,191 B/C 1.6 B-C 733

・木曽川水系で用水を供給する対象市町村人口の推移は、約900万人規模と横ばいである。

事業の進捗
状況

平成18年度　実施計画調査に着手（平成18年4月）
平成19年度　木曽川水系河川整備基本方針を策定（平成19年11月）
平成19年度　木曽川水系河川整備計画を策定（平成20年3月）
平成20年度　建設事業に着手（平成20年4月）
平成20年度　木曽川水系連絡導水路事業に関する事業実施計画認可（平成20年8月）
平成20年度　独立行政法人水資源機構に事業承継（平成20年9月）
平成21年度　新たな基準に沿った検証の対象とするダム事業に区分（平成21年12月）

現在、環境調査等を実施している。
平成26年度末までに事業費約42億円を投資。進捗率約5%（事業費ベース）

- - -

資産（-10%～+10%） - - - -
（事業目的に洪水調節がないため、感度分析を行っていな
い）

感度分析
※

残事業（Ｂ／Ｃ） 全体事業（Ｂ／Ｃ）
残事業費（+10%～-10%） - - - -
残工期（+10%～-10%） -

対応方針
理由

・今回の事業再評価の結果としては、平成28年度以降も新たな段階に入らずに水理水文調査等を継続しつつ、引き続きダム事業の検証に係る検討
を進めるものとする。

その他

<※印箇所の説明>　今回の事業再評価は、現計画の総事業費及び工期を用いて評価を行ったものであり、現在進めているダム事業の検証に係る検
討においては、総事業費及び工期についても点検を行ったうえで、その後の検討を行い、改めて「事業の継続または中止の方針」を判断することとし
ている。

<県への意見聴取結果>
（岐阜県）
　対応方針（原案）のとおり、調査段階を継続することはやむを得ない。
　本県としては、木曽川水系連絡導水路事業に対して、渇水時における河川環境の保全、可茂・東濃地域の渇水被害軽減の効果を想定している。
　平成２１年にダム検証の対象とされ、平成２２年に検討の場が設けられて以降、約５年もの時間を要していることからも、速やかに検証作業を終え、
本事業を進められたい。
（愛知県）
　「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。
　なお、事業にあたっては、下記のとおり要望します。
　・本事業に係る検証作業については、予断なく事業の必要性等を検討していただきますようお願いします。
（三重県）
　木曽川水系連絡導水路は、異常渇水時における既得用水の安定的な取水、河川環境の改善、地盤沈下対策などのため必要な施設です。
　今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、速やかに検証を進めるとともに、事業の実施にあたっては、効率的な事業執行により、更なるコ
スト縮減をお願いします。

事業の進捗
の見込み

・現在、ダム事業の検証に係る検討を行っているところ。

コスト縮減
や代替案立
案等の可能
性

・従前の考え方に基づいて行った代替案の既往検討結果では、コストや社会的影響等の観点から、木曽川水系連絡導水路の建設が最適となってい
る。（なお、現在進めているダム事業の検証に係る検討においては、平成22年9月28日に示された「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施
要領細目」に基づき、改めて代替案の比較を行うこととしている。）

対応方針 継続

事業の効果
等

・流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）
　揖斐川と長良川、木曽川を繋ぐ木曽川水系連絡導水路を整備し、徳山ダムに確保される渇水対策容量4,000万m3の水を木曽川に導水することによ
り、異常渇水時〔平成6年渇水相当〕においても、木曽成戸地点において河川環境の保全のために必要な流量の一部である40m3/sを確保することが
できる。
・水道用水
　徳山ダムに確保される愛知県の水道用水として最大2.3m3/s、名古屋市の水道用水として最大1.0m3/sを導水し、木曽川において取水を可能とす
る。
・工業用水
　徳山ダムに確保される名古屋市の工業用水として最大0.7m3/sを導水し、木曽川において取水を可能とする。

社会経済情
勢等の変化

＜再評価＞
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様式－５　費用対便益（全体事業）

水系名：木曽川水系 事業名：木曽川水系連絡導水路事業 単位：百万円

残存価値 計 残存価値 計 費用便益比 純現在価値

③ ①＋②-③ ⑩ ⑥＋⑨－⑩ Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ

便益 現在価値 便益 現在価値 便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

基準 H27 0

H9 -18 12,846 26,538 12,846 26,538

H10 -17 925 1,837 925 1,837

H11 -16 1,256 2,399 1,256 2,399

H12 -15 659 1,210 659 1,210

H13 -14 1,308 2,310 1,308 2,310

H14 -13 1,038 1,763 1,038 1,763

H15 -12 1,997 3,260 1,997 3,260

H16 -11 1,955 3,069 1,955 3,069

H17 -10 2,428 3,665 2,428 3,665

H18 -9 1,764 2,561 1,764 2,561 2,104 3,054 414 601 2,518 3,655

H19 -8 4,303 5,930 4,303 5,930 817 1,140 1,014 1,397 1,831 2,537

H20 -7 1,657 2,148 1,657 2,148 41 55 412 534 453 589 132 177 132 177

H21 -6 1,103 1,421 1,103 1,421 300 386 300 386 132 170 132 170

H22 -5 462 570 462 570 130 160 130 160 132 164 132 164

H23 -4 477 556 477 556 143 167 143 167 132 157 132 157

10 H24 -3 419 480 419 480 127 145 127 145 132 151 132 151

H25 -2 395 427 395 427 122 132 122 132 132 146 132 146

H26 -1 395 411 395 411 115 120 115 120 132 140 132 140

H27 0 163,325 163,325 163,325 163,325 55,523 55,523 55,523 55,523 132 135 132 135

H28 1 872 855 872 855 132 129 292 286 424 415

H29 2 872 822 872 822 132 124 292 275 424 399

H30 3 872 791 872 791 132 120 292 265 424 385

H31 4 872 760 872 760 132 115 292 255 424 370

H32 5 872 731 872 731 132 111 292 245 424 356

H33 6 872 703 872 703 132 106 292 235 424 341

H34 7 872 676 872 676 132 102 292 226 424 328

H35 8 872 650 872 650 132 98 292 218 424 316

H36 9 872 625 872 625 132 95 292 209 424 304

H37 10 872 601 872 601 132 91 292 201 424 292

H38 11 872 578 872 578 132 87 292 193 424 280

H39 12 872 555 872 555 132 84 292 186 424 270

H40 13 872 534 872 534 132 81 292 179 424 260

H41 14 872 514 872 514 132 78 292 172 424 250

H42 15 872 494 872 494 132 75 292 165 424 240

H43 16 872 475 872 475 132 72 292 159 424 231

H44 17 872 457 872 457 132 69 292 153 424 222

H45 18 872 439 872 439 132 66 292 147 424 213

H46 19 872 422 872 422 132 64 292 141 424 205

H47 20 872 406 872 406 132 61 292 136 424 197

H48 21 872 390 872 390 132 59 292 131 424 190

H49 22 872 375 872 375 132 57 292 126 424 183

50 H50 23 872 361 872 361 132 55 292 121 424 176

H51 24 872 347 872 347 132 53 292 116 424 169

H52 25 872 334 872 334 132 50 292 112 424 162

H53 26 872 321 872 321 132 49 292 107 424 156

H54 27 872 308 872 308 132 47 292 103 424 150

H55 28 872 297 872 297 132 45 292 99 424 144

H56 29 872 285 872 285 132 43 292 95 424 138

H57 30 872 274 872 274 132 42 292 92 424 134

H58 31 872 264 872 264 132 40 292 88 424 128

H59 32 872 253 872 253 132 38 292 85 424 123

H60 33 872 244 872 244 132 37 292 82 424 119

H61 34 872 234 872 234 132 35 292 78 424 113

H62 35 872 225 872 225 132 34 292 75 424 109

H63 36 872 217 872 217 132 33 292 73 424 106

H64 37 872 208 872 208 132 32 292 70 424 102

H65 38 872 200 872 200 132 30 292 67 424 97

H66 39 872 193 872 193 132 29 292 65 424 94

H67 40 872 185 872 185 132 28 292 62 424 90

H68 41 872 178 872 178 132 27 292 60 424 87

H69 42 872 171 872 171 132 26 292 57 424 83

H70 43 872 165 872 165 132 25 292 55 424 80

H71 44 872 158 872 158 132 24 292 53 424 77

H72 45 872 152 872 152 132 23 292 51 424 74

H73 46 872 146 872 146 132 22 292 49 424 71

H74 47 872 141 872 141 132 21 292 47 424 68

H75 48 872 135 872 135 132 20 292 45 424 65

H76 49 872 130 872 130 132 20 292 44 424 64

H77 50 872 125 872 125 132 19 292 42 424 61

合計 174,300 177,829 43,600 19,104 217,900 196,933 4,564 27,374 50,300 58,300 59,165 85,674 109,465 7,656 4,131 14,600 6,396 22,256 10,527 900

総便益／総費用 192,369 119,092 1.6 73,277

年

）

ｔ
流水の正常な機能の維持

年次

便益

①＋②建設費① 維持管理費② ⑨＝⑦＋⑧導水路徳山渇対徳山渇対 ⑥＝④＋⑤導水路

維持管理費(計)

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（

年

）

整
備
期
間

（

費用

建設費④ 建設費⑤ 維持管理費⑦建設費(計) 維持管理費⑧
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ダム事業

事業名

評価年度 平成27年度

区　分 費　目 工　種 単　位 数　量
金　額

（百万円）
備　　考

工事費 式 1 72,647

式 1 65,044

導水路 km 43 62,870 開水路トンネル、圧力トンネル、立坑工

取水設備 箇所 1 1,174 取水樋門工

放水設備 式 1 1,000 放水樋門工、排水設備工

式 1 821

取水・放水設備 箇所 1 821 下流部取水・放水設備

式 1 1,975

管理制御施設 式 1 1,975 制御設備、通信観測設備、警報設備等

式 1 4,807

作業ヤード等 式 1 4,807 作業ヤード造成工、工事用道路工

用地費及補償費 式 1 764

式 1 764 一般補償

式 1 0

式 1 7,341 測量設計費、船舶及機械器具費、営繕費

式 1 8,248

式 1 89,000

式 1 445 1年当たり維持管理費

※金額は全て利水者負担金を含む総費用（共同費）を記載。

事業費の内訳書

補償費

間接経費

維持管理費

工事諸費（事務費等）

事業費　計

木曽川水系連絡導水路事業　（全体事業費）

仮設備費

補償工事費

再評価

導水路費（上流施設）

導水路費（下流施設）

管理設備費

※今回の事業再評価は、現計画の総事業費及び工期を用いて評価を行ったものであり、現在進めているダム事業の検
証に係る検討においては、総事業費及び工期についても点検を行ったうえで、その後の検討を行い、改めて「事業の継
続または中止の方針」を判断することとしている。
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ダム事業

事業名

評価年度 平成27年度

区　分 費　目 工　種 単　位 数　量
金　額

（百万円）
備　　考

工事費 式 1 72,647

式 1 65,044

導水路 km 43 62,870 開水路トンネル、圧力トンネル、立坑工

取水設備 箇所 1 1,174 取水樋門工

放水設備 式 1 1,000 放水樋門工、排水設備工

式 1 821

取水・放水設備 箇所 1 821 下流部取水・放水設備

式 1 1,975

管理制御施設 式 1 1,975 制御設備、通信観測設備、警報設備等

式 1 4,807

作業ヤード等 式 1 4,807 作業ヤード造成工、工事用道路工

用地費及補償費 式 1 763

式 1 763 一般補償

式 1 0

式 1 4,297 測量設計費、船舶及機械器具費、営繕費

式 1 6,793

式 1 84,500

式 1 445 1年当たり維持管理費

※金額は全て利水者負担金を含む総費用（共同費）を記載。

導水路費（上流施設）

導水路費（下流施設）

事業費の内訳書

木曽川水系連絡導水路事業　（残事業費）

再評価

維持管理費

管理設備費

仮設備費

※今回の事業再評価は、現計画の総事業費及び工期を用いて評価を行ったものであり、現在進めているダム事業の検
証にかかる検討においては、総事業費及び工期についても点検を行ったうえで、その後の検討を行い、改めて「事業の
継続または中止の方針」を判断することとしている。

補償費

間接経費

工事諸費（事務費等）

事業費　計

補償工事費
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